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地球は、その表面の3分の2が水で
覆われている水の惑星です。しかし、
地球上に存在する水（13.9億L）の大
部分は海水で、淡水はわずかに約
2.5％です。淡水のうち、3分の2は南

北両極や氷河の氷であり、残り3分の
1は地下水です。湖、沼、河川のよう
な使用しやすい形で地表に存在する淡
水は、地球上の水のわずか0.008％
（10.5万L）に過ぎません。

私たちが暮らす地球は、宇宙のなかでも数少ない水の惑星で
す。確かに、地球上には水が豊富にあります。しかし、私たち
は地球上にある水のうち、わずかな部分しか水資源として使用
できないのが現実です。
私たちは様々な生産活動のために水資源を使用しています。
世界の水の使用量は加速的に増加しており、特に生活用水の使
用量が著しく伸びていますが、世界中で使用量が最も多いのは、
今も昔も農業用水なのです。
私達は、農業用水としての使用を始めとして、地球上の水資
源を適切に使用していくために、今一度、健全で、環境的にも
持続可能な水循環について考えていかなければなりません。

人が利用しやすい淡水は、
地球全体の水のわずか0.008％

水の種類 量 
（千L） 

全水量に対する 
割合（％） 

全淡水量に対する 
割合（％） 

●塩水 

●淡水 

合　　計 

 
  96.5 
    0.94 
    0.006 
  97.5

 
     ― 
     ― 
     ― 
     ― 

 
1,338,000 
     12,870 
            85.4 
1,350,955

 
              2.12 
            91.0 
            11.5 
          104.62 
     10,530 
     24,064 
            16.5 
          300 
              1.12 
            12.9 
     35,029

 
    0.0002 
    0.007 
    0.0008 
    0.0075 
    0.76 
    1.74 
    0.001 
    0.022 
    0.0001 
    0.001 
    2.5

 
    0.006 
    0.26 
    0.03 
    0.3 
  30.1 
  68.7 
    0.05 
    0.86 
    0.003 
    0.04 
100

1,385,984 100      ― 

海水 
地下水のうち塩水分 
湖水のうち塩水分 
　　　　 塩水　計 

河川水 
湖水のうち淡水分 
沼地の水 
　　　　 　小計 
地下水のうち淡水分 
極地などの氷 
土壌中の水 
永久凍結層地域の地下の氷 
生物中の水 
大気中の水 
　　　　 淡水　計 

地球上の水の状態

1

資料：I, A. Shiklomanov, Assessment of Water Resources and Water Availability in the World, 1996年（世界気象機関）

水循環の現実1
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水循環の現実1

世界の水使用の歴史は、古代四大文
明における河川の水を利用した農耕の
発達に遡ることができます。四大文明
地域はそれぞれ、地域の気候や地形と
いった条件に応じて、独自のかんがい
方法と作物栽培技術を発展させ、都市
国家や王朝を成立させました。

古代以来、水の使用量は増え続けて
います。世界の水の年間使用量は、
1,000Lに達するのに数千年を要しま
したが、その倍の2,000Lに達するの
にはわずか30年、さらに3,000Lに
達するには20年もかかっていないの
です。

加速する世界の水使用量の増加

半大陸的 
250～300mm 

チグリス・ユーフラテス 
5m 

3月末～6月初旬 
大麦2毛作 
周年（水路） 

気候 
年間降雨量 
母なる川 
河面の上昇 
出水期 
主要作物 
かんがい方式 

メソポタミア 

亜熱帯 
150～250mm 
ナイル 
6～9ｍ 

8～10月初旬 
冬作　大麦 
貯留（ベイスン） 

エジプト 

亜熱帯 
250～300ｍｍ 
インダス 
4～5m 
4～8月 
大麦2毛作 
周年（水路） 

インダス河谷 

大陸的 
500～600ｍｍ 
黄河 
4～7月 
7～8月 
あわ・きび 
溜池又は周年 

黄河流域 

生活用水 
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3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

水
使
用
量（
km
3 /
年
） 

1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990（年） 

工業用水 

農業用水 

四大文明の自然と農耕

世界の水使用量の推移

2

資料：I, A. Shiklomanov, Assessment of Water Resources and Water Availability in the World, 1996年（世界気象機関）

資料：真勢　徹「アジア農業水利の進展と農村社会に関する研究」



世界の人口は、1950年から1995年
までの45年間で約2.2倍に増大しまし
た。しかしながら、世界の水の年間使
用量は、約2.6倍に増加しています。

同じ期間の1人当たりの水使用量の伸
びを見ると、生活用水は約3.0倍に、
工業用水は約1.8倍に伸びているのに
対し、農業用水はほぼ横這いです。

1人当たりの水使用量の伸びは「生活用水＞工業用水＞農業用水」

世界の水使用量の推移
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4,000
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2,000
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3,572L

55.7億人 

24.9億人 
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0
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億
人
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人口 水使用量 

総量① 
（L/年） 
1,124 
182 
53 

1,359 
24.9億人 

 
農業用水 
工業用水 
生活用水 
　 計 
人　　口 

1950年 

1人当たり② 
（L/日/人） 
1,235 
200 
58 

1,493 
― 

1995年 

総量③ 
（L/年） 
2,504 
714 
354 
3,572 

55.7億人 

1人当たり④ 
（L/日/人） 
1,231 
351 
174 
1,756 
― 

③／① 
（％） 
223 
392 
668 
263 
224

④／② 
（％） 
100 
176 
300 
118 
― 

増加率 

1950年と1995年の世界の水使用量及び1人当たり水使用量

資料：I, A. Shiklomanov, Assessment of Water Resources and Water Availability in the World, 1996年（世界気象機関）

資料：I, A. Shiklomanov, Assessment of Water Resources and Water Availability in the World, 1996年（世界気象機関）
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現在の世界の年間水使用量は約
3,572L（1995年）で、その約6割が
アジアで使用されています。そして世
界的に、水使用の最大のユーザーは農
業です。世界の年間水使用量の約7割
の2,504Lが農業用水として使用され
ており、そのうちの約7割がアジアで

使用されています。
さらに、1人当たりの水使用量を見
ると、生活用水、工業用水、農業用水の
使用量は、地域によって大きく異なり
ますが、いずれにおいても、北アメリ
カの使用量が最も多くなっています。

地域によって多様な水利用：1人当たりの水使用量が多い北アメリカ、
農業用水の割合が高いアジア

1995年 
3,572L/年 

オーストラリア・オセアニア 

16L 

0.7%

南米 
152L 
4.3％ 

ヨーロッパ 
497L 
13.9％ 

北米 
652L 
18.2％ 

アフリカ 
161L 
4.5％ 

アジア 
2,085L 
58.4％ 

2,000

1,500

1,000

500

0

ヨー
ロッ
パ 

北米
 

アフ
リカ
 

アジ
ア 

南米
 

オー
ストラ
リア
・オ
セア
ニア
 

世界
 

日本
 

生活用水 工業用水 農業用水 

1人
当
た
り
水
使
用
量（
L/
人
/日
） 

280

911
795

428

1,602

1,897

63 37

494

132 151

1,432

277
160

840

274

639

1,461

174

352

1,231

356
305

1,276

水使用量の地域別割合

地域別の1人当たり水使用量（1995年）

4

資料：I, A. Shiklomanov, Assessment of Water Resources and Water Availability in the World, 1996年（世界気象機関）

資料：1）I, A. Shiklomanov,Assessment of Water Resources and Water Availability in the World, 1996年（世界気象機関）
2）国土交通省　土地・水資源局水資源部、平成14年版「日本の水資源」、2002年

水循環の現実1



人口、食料と農業用水を含む
水利用の将来
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国連の推計によると、世界の人口は
2000年には60.6億人で、2050年には
その約1.5倍の93.2億人に増加すると
予測されています。1950年には世界人
口は25.2億人でしたから、つまり、100
年間で約3.7倍にも増加するのです。

水を大量に使う社会をつくり上げてきた私たち人類には、ど
のような未来が待ちかまえているのでしょうか。今後も続く人
口の増加と社会経済の発展によって、さらに一層、水資源の需
要が増すと予想されています。
特に、人口の増加等に伴う穀物需要量の増加に対応するため
には、かんがい耕地を拡大し、農業の土地生産性を向上させる
ことが一層求められ、農業用水の役割は益々重要となってきます。

2050年には
1.5倍になる世界人口

世
界
人
口（
億
人
）
 

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

1950 2000 2050 年 

国連経済社会局人口部推計値（中位） 93.22

60.57

25.19

109.34

91.04

78.66

国連経済社会局人口部推計値（高位） 

国連経済社会局人口部推計値（低位） 

米国国勢調査局推計値 

世界人口の主な推計値

国連食糧農業機関（FAO）では、肉
類や乳製品の消費増などによる1人当
たりの消費熱量の増加の傾向が今後も
続き、人口の増加と相まって、世界全
体の年間穀物消費量は、2030年には
2000年より約10億トン増加し、約28
億トンに達すると予測しています。

2000年から2030年の30年間に、
10億トン近く増加する
世界の年間穀物消費量

1961年 

2,000
500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

1970年 

1980年 

1990年 
1999年 

2015年 

7,207 
百万人 

2,379百万トン 

2,831百万トン 

8,270 
百万人 

2030年 

ｙ＝1894Ln(x)-14344
Ｒ2＝0.99

世界人口（百万人） 

穀
物
消
費
量（
百
万
ト
ン
） 

世界の人口と穀物消費量の将来見込み

資料：1）World Population Prospects:The 2000 Revision, 2001年
（国連経済社会局人口部）
2）International Data Base, 2000年（米国国勢調査局）

注：1. 2015年及び2030年の穀物消費量は資料1）による。
2. 1961年から1999年の値は、資料2）の穀物生産量のデータ。
近似曲線はこれを基に引いたもの。

3. 上図において、米は籾米ベースである。
資料：1）World Agriculture:towards 2015/2030, 2002年（国連食

糧農業機関）
2）Statistical Databases（国連食糧農業機関）
3）World Population Prospects:The 2000 Revision, 2001年
（国連経済社会局人口部）

1

2

2
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穀物等の生産を支える世界の耕地の
面積は、1990年頃までは増加してい
ました。しかし1990年以降の10年間
を見ると、アジア、アフリカ、南アメリカ
で増加した耕地面積とほぼ同じ広さの
耕地が他の地域で減少し、全体として

横這いとなっていることが分かります。
また、耕地面積の増加が人口の増加
に追いつかないため、世界の1人当た
り耕地面積は、1961年の約0.45haか
ら年々縮小を続け、1999年にはその
約55％の0.25haに縮小しています。

縮小を続ける世界の1人当たり耕地面積

１人当たり 
耕地面積 

1,550

1,500

1,450

1,400

1,350

1,300

1,250
1961 1971 1981 1991

年 

耕地面積 

0.50

0.45

0.40

0.35

0.30

0.25

0.20

0.15

0.10

0.05

0.00
１
人
当
た
り
の
耕
地
面
積
（
ha
/人
）
 

耕
地
面
積
（
百
万
ha
）
 

 
507,071 
0191,209 
138,563 
274,582 
108,789 
53,314 
228,920 
1,502,448

アジア 
アフリカ 
ヨーロッパ 
北・中央アメリカ 
南アメリカ 
オセアニア 
旧ソビエト諸国 
世界　計 

1990年 ① 
（千ha）  

511,727 
201,784 
133,187 
268,131 
116,131 
52,978 
217,514 
1,501,452

1999年 ② 
（千ha）  

4,656 
10,575 
△5,376 
△6,451 
7,342 
△336 

△11,406 
△996

②－① 
（千ha）  

100.9 
105.5 
96.1 
97.7 
106.7 
99.4 
95.0 
99.9

②／① 
（％） 

世界の耕地面積と1人当たり耕地面積の推移

1990年及び1999年の耕地面積の対比

資料：Statistical Databases（国連食糧農業機関）

3

資料：1）Statistical Databases（国連食糧農業機関）
2）World Population Prospects: The 2000 Revision，2001年（国連経済社会局人口部）

人口、食料と
農業用水を含む
水利用の将来
2
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かんがい耕地面積の拡大が支える世界の食料生産量の増加4

世界のかんがい耕地の面積は、全耕
地面積の約18％に当たり、その約
66％がアジアにあります。また、世
界のかんがい耕地面積は、1961年か
ら1999年の38年間に1.39億haから
2.74億haと約2倍に拡大しています。
このかんがい耕地で世界の食料生産量
の約4割を生産しているとも言われて
おり、世界の年間水使用量の約7割を
占める農業用水が、食料生産量の増加

天水依存耕地 
82％ 18％ 

かんがい耕地 

アジア 12.0％ 
（65.8％） 

アフリカ 
　0.8％（4.6％） 

ヨーロッパ 
　1.1％（6.0％） 

北米・中米 
　2.1％（11.5％） 

南米 
　0.7％（3.8％） 

　0.2％（1.1％） 
オセアニア 

　1.3％（7.1％） 
旧ソビエト諸国 

（ ）内数値は、全かんがい耕地に占める各地域ごとの割合である。
資料：Statistical Databases（国連食糧農業機関）

かんがい耕地面積の地域別の割合（1999年）

かんがい耕地の平均年間増加面積（1961年～1999年）

 

138,989世界のかんがい 
耕地面積 

1961年 ① 
（千ha）  

274,166

1999年 ② 
（千ha）  

135,177

③＝②－① 
（千ha）  

3,557

③／38年 
（千ha/年） 

資料：Statistical Databases（国連食糧農業機関）

を支えているとも言えます。
参考までに、世界の地域別に、

1961年から1999年までの1人当たり
の耕地面積とかんがい率（全耕地面積
に占めるかんがい耕地面積の割合）の
関係の推移を見てみると、1人当たり
の耕地面積が少ないアジア及びヨーロ
ッパにおいて、かんがい率が増加して
いることが分かります。
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世界の穀物生産量とかんがい耕地面積の推移

地域別のかんがい率と1人当たり耕地面積の推移
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資料：1）Statistical Databases（国連食糧農業機関）
2）World Population Prospects: The 2000 Revision, 2001年（国連経済社会局人口部）

3.0

2.5

2.0

1.5
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0.5

0.0
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かんがい率（％） 

1人
当
た
り
耕
地
面
積（
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）
 

オセアニア オセアニア 

旧ソビエト諸国 旧ソビエト諸国 

北・中央アメリカ 北・中央アメリカ 

アフリカ アフリカ 

ヨーロッパ ヨーロッパ 

南アメリカ 南アメリカ 

世界 世界 
アジア アジア 

図上の点は左から、1961年、1970年、1980年、1990年、1999年の値（ただし、オセアニアは1970年から1999年の値）
資料：1）Statistical Databases（国連食糧農業機関）

2）World Population Prospects: The 2000 Revision, 2001年（国連経済社会局人口部）

人口、食料と
農業用水を含む
水利用の将来
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世界の水使用量の増加にどのように対処するのか5

今後、世界の穀物消費量の増加に見
合った生産を行うためには、かんがい
耕地の拡大と農業用水の増加が必要で
す。世界気象機関によれば、2025年
の世界のかんがい耕地面積と農業用水
の年間使用量はそれぞれ3.29億ha、
3,162Lと予測されています。つまり、
農業用水は、1995年の約2,504Lに加
えて、新たに658L（26％増）必要にな
ると見込まれます。これは、1995年
の世界の工業用水使用量にほぼ匹敵
し、同じく生活用水使用量の約1.9倍
に相当する量です。
また、2025年における世界の工業

用水と生活用水の年間使用量は、世界
気象機関によると、それぞれ1,106L、
645Lと予測されています。これらに
農業用水の使用量を合わせると、
2025年の世界の年間水使用量は、
1995年時点より約1,340L増加し、約
1.4倍の4,912Lに達します。
新たな水資源を使用するには、ダム
開発などへの投資が必要です。効率
的・経済的なダムサイト（ダム建設用
地）が減少し、環境保全への配慮も強
く求められるなかで、環境との調和に
配慮しつつ、どのように水資源を開発
していくか知恵が求められています。

1995年① 
（L/年） 

497 
652 
161 
2,085 
152 
26 

3,572 
2,504 
714 
354

 

ヨーロッパ 
北アメリカ 
アフリカ 
アジア 
南アメリカ 
オセアニア 
　   合　計 
うち　農業用水 

工業用水 
生活用水 

水使用量 

2025年② 
（L/年） 

602 
794 
254 
2,997 
233 
33 

4,912 
3,162 
1,106 
645

増加量 
②－① 

（L/年） 

105 
142 
93 
912 
81 
7 

1,340 
658 
392 
291

増加率 
②／① 

（%） 

121 
122 
158 
144 
153 
127 
138 
126 
155 
182

資料：I, A. Shiklomanov，Assessment of Water Resources and Water Availability in the World, 1996年（世界気象機関）

世界の水使用量の将来見込み
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